
第 2回 病理 検査研究班 班会議議事録 

 

１ 日  時 ： 令和 4 年 8 月 23 日 (火)     18 時  00 分 ～ 19 時  00 分 

２ 場 所 ：  Web 環境での会議                           

３ 出席者 ： 関口、森田、高橋、小島、細沼、今村、遠山、松本、三鍋         

４ 欠席者 ： なし                                 

５ 議事内容 
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議案 1. 第 3 回研修会について 

日時：令和 4 年 9 月 16 日（金） 18：00～19：00  

会場：ZOOM を使用した Web 環境 

テーマ：『あなたの施設の染色は満足？ ～HE 染色標本作製について～』 

講演 1：「HE 染色手順のアンケート集計」 

講師：森田 繫（さいたま市立病院 中央検査科） 

講演 2：「識別しやすい HE 染色標本作製について」 

講師：末吉 徳芳（サクラファインテックジャパン株式会社 営業本部 学術顧問） 

 

・講師依頼書を手配中。（関口班長） 

 

議案 2. 第 4 回研修会について 

日時：令和 4 年 12 月 19 日（月） 18：00～20：00   

会場：Web 環境 

テーマ：『乳腺の嚢胞性病変について ～超音波検査・細胞診・組織診からのアプロー

チ～』（仮） 

 

・生理・細胞・病理検査研究班合同研修会 

・プログラム申請書は 9 月 20 日締め切り 

・日臨技推進事業予定 

・総論 90 分（30 分×講師 3 名） 各研究班より選出 

  病理総論講師：津田 均 医師（防衛医科大学校 病態病理学講座） 快諾いただい

ている 

・症例検討 30 分（15 分×2 例） 病理・細胞より各 1 名 

・Web 統括：病理から 3 名 
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議案 3. 第 5 回研修会について 

令和 5 年 2 月予定 

会場：Web 環境 

テーマ：『遺伝子関連・コンパニオン診断の最前線』（仮） 

講師：がんゲノム医療コーディネーター （30 分） 

他 1 名？ 

・講師として「がんゲノム医療コーディネーター」の資格を有する人がよいのではないか。 

・検査技師でがんゲノム医療コーディネーターの有資格者はあまりいないような感じ。 

・がんゲノム医療コーディネーターがどのような役割（仕事）を果たしているかというこ

とも交えてもよいのではないか。 

→ 「がんゲノム医療コーディネーター」の有資格者を探してみる。（関口班長） 

・メーカー等でがんゲノム担当部門の方に講師を依頼してもよいのではないか。 

 

議案 4. 令和 5 年度 研修会について 

次年度の事業計画・予算案を 10 月末までに理事に提出しなければならない。 

  

 以下、班員より出された研修会企画案 

 ・セルブロックの取り扱い（細胞検査研究班との合同） 

 ・デジタルパソロジー関連（使用経験、発展性等） 

 ・実習（薄切、凍結切片作製等） 

 ・ISO 関連（是正処置の書き方、インシデントとの絡み） 

 ・臓器に特化した疾患 

 ・感染症病理（微生物検査研究班との合同もよいか） 

 ・報告書管理加算 

 ・術中迅速検査 

 これらの案を基に班長、副班長で検討することとなった。 

 

議案 5. 『埼玉県医学検査学会 50 回記念式典』におけるプレゼンテーション 

期日：令和 4 年 12 月 4 日（日） 

内容：記念式典内で、過去学会にて行った研究班企画を中心にプレゼンする（各研究

班 5 分）。 

→ 岡村前班長に薄切実習時の写真がないか確認する。 
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議案 6. 各担当よりの報告 

会計：今年度より、前払金が不足してから追加振替を理事に依頼することとなっている。

12 月の研修会前後に追加振替を依頼する予定。 

書記：特になし 

生涯教育：特になし 

精度管理：精度管理調査の手引書を作成中 

     9 月 10 日の精度管理試料の梱包・発送作業は森田、今村、遠山が担当 

ホームページ：特になし 

 

 

次回研究班会議予定：令和 5 年 1 月予定。 

 

 

 

                                         提出日 令和 4 年 8 月 23 日 

                                               文責： 三鍋 慎也              


